費用対効果分析

　第１  年効果額の算定（取扱量向上効果）
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注１）効果要因欄には、発生する効果の具体的内容を記載する。

ｂ生産コスト節減効果　　　　　　　　　　　　　                            　　　
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　投資効果等の総括

	効果項目
	年効果額

	取扱量向上効果
	

	生産コスト節減効果
	

	合計（年総効果額）
	







第２　施設の総合耐用年数

                                                              (単位：千円)
	
施　　設　　名

	耐用年数
     ①

	工　 事　 費
   　  ②

	年工事費
      （減価額）
  ③＝②÷①

	

	

	

	          


	

	

	

	          


	

	

	

	
          

	

	

	

	


	        
計
	      －

	④     　  

	⑤      　 


	  総合耐用年数＝④÷⑤（小数点第２位四捨五入）




     （注）施設別の耐用年数は，農林畜水産業関係補助金等交付規則（昭和31年
           農林省令第18号）第５条の規定による処分制限期間とする。
